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は じ め に
　東京都日野市にある東京都立七生養護学校（現：東京都立七生特別支援学校）で知的障害を
持つ児童に対して行われていた性教育の指導内容が不適切であるとし，2003年 7 月 4 日，東京
都議らによる視察に端を発したいわゆる「こころとからだの学習裁判（通称：ここから裁判）」
に関する一連の報道は，特別支援学校に従事する教員やその保護者のみならず多くの学校関係
者らに大きな衝撃を与えた1）．また教師たちは，2004年 1 月，東京弁護士会に山田洋次，小山
内美江子氏ら8125人を申立人として人権救済の申し立てをした．しかし，東京都教育委員会に
よる検討は何ら行われなかったため，2005年 5 月に保護者 2人を含む31名が原告となり当裁判
を起こした．
　そしてこの裁判は，知的障害者への支援の在り方（教授方法）をめぐる問題ではなく，憲法
及び旧教育基本法に関わる本質的な問題にまで言及し，2005年 5 月の提訴から2008年 5 月の結
審まで計10回の口頭弁論を経て，約 4年後の2009年 3 月に判決が言い渡された．しかし，その
当事者でもあった金崎満元校長の処罰（注1）に関する争点は，全く異質の論拠からなる方向性
を持つものとなったが，いずれも勝訴した．
　改めてこの事件を鑑みると，学校教育における知的障害者に対する性教育指導の現場では，
多くの教員が試行錯誤しながら実践している事実が明らかになったと言える．
　「性」の領域は，生涯を通じて人間の中心的な局面をなすものであり，違いを認識してつな
がりを求めるセクシュアリティー（性愛）は，人格を構成する重要な要素である．よって，学
校教育が目指すものが「人格の涵養」であるならば，性教育はそこにおいて重要な意味を持
ち，当然知的障害児の教育の現場でも，障害児たちがその主体者として理解・認識できるよう
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な指導を実践する必要がある．
　本稿は，知的障害者に対する性教育について，現在行われている実例や先行文献をもとに考
察し，今後の学校教育現場での性教育指導の在り方の予備的検討を目的とするものである．
知的障害児への性教育に関する先行文献調査
　Kempton（1978）3）は，知的障害者の性に関する基本的権利として，以下に示す 8項目を挙
げている．
　⑴　性の社会的側面の行動に関して訓練を受ける権利
⑵　性についての知識を得る権利
⑶　性的に満たされていることを含めて愛し愛されることを享受する権利
⑷　性の衝動を表現する機会を持つ権利
⑸　障害者のニーズに応じた受胎調節のサービスを受ける権利
⑹　結婚する権利
⑺　自分の子供を産むべきかどうかの議論に発言する権利
⑻　これらの諸権利を必要に応じて可能な限り取り入れたサービスを受ける権利
　また，同じくKempton（1993）2）　は，発達障害児の性教育目標について，以下に示す11項
目を挙げている．
⑴　セクシュアリティーについて正確な情報の提供
⑵　自尊心を高めるための自分の体についての学習
⑶　性的被害についての対処
⑷　社会的なスキル教育
⑸　能力やニーズにあった性的表現
⑹　仲間と楽しむことのできる物理的な環境調整
⑺　性に関する責任
⑻　避妊
⑼　結婚，親になること，家族に関する責任
⑽　セクシュアリティーについて話し合うための能力の向上
⑾　セクシュアリティーに関する態度や信念について，援助することによって尊敬を払う
　我が国では，中央教育審議会初等中等教育分科会（平成17年 7 月27日）（注2）において，健や
かな体を育む教育という視点から，学校教育の中における性教育指導の在り方を以下の通り検
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討されている．
⑴　学校教育における性教育については，子供たちは社会的責任が取れない存在であり，ま
た性感染等を防ぐ観点からも，子供たちの性行為は容認すべきでない
⑵　性教育を行う場合に，人間関係についての理解やコミュニケーション能力を前提とすべ
きであり，その理解の上に性教育が行われるものである
⑶　安易に具体的な避妊方法の指導等に走るべきでない
⑷　性教育においては，集団で一律に指導（集団指導）する内容と個別の児童生徒の抱える
問題に応じ個別に指導（個別指導）する内容の区別を明確にして実施すべきである
⑸　身体の成長や性感染等の科学的知識については保健で扱い，性に関する倫理的な面や人
間関係の重要性等については，道徳や特別活動で教えるべきである
⑹　児童生徒の発達段階を踏まえて指導を行うことが極めて重要である
　これらは，特に知的障害児に対して検討された内容ではないため，たとえば⑵に関しては，
そもそも人間関係の構築やコミュニケーションが苦手な知的障害児に対して更に踏み込んだ指
導が必要になってくる．また⑶の具体的な
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の部分に関しても，まさに東京都立七生養護学校に
おいて論点の一つであり，2005年 4 月に文部科学省が全国の都道府県教育委員会に対して「不
適切な性教育の実態調査」を実施したことも，その具体的な
3 3 3 3
指導における解釈範囲に対する消
極的な態度に拍車がかかったのではないかと考える．
　その後，2009年に告示された特別支援学校高等部における学習指導要領では，知的障害児に
ついては障害の状態に応じて適切な指導を行うとしているが，児嶋ら（2011）4）が知的障害特
別支援学校（国・公・私立，分校・分教室を含む）　654校に対して行った「知的障害特別支援
学校における性教育に関する実態調査」では，性教育を行っているとした学校の 8割強が，性
教育を実施する際に困難を感じていると回答しており，その主な理由は，以下の通りであっ
た．
⑴　「児童・生徒の個人差が大きかった」（84.0％）
⑵　「適当な教材・教具がなかった」（42.7％）
⑶　「性教育の時間が十分に取れなかった」（33.1％）
　すなわち，Kempton が掲げる知的障害者（児）　への権利や目標に対し，日本の多くの教育
現場においては，まだそのスタートラインにすら立っていない感がある．
　そこで我々は，知的障害児に対する教育現場での具体的な現状を知るため，特別支援学校 2
校の協力を得て，性教育の実際について調査を行った．
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教育現場での調査方法
１ ）調査対象と調査内容
　長年知的障害児の性教育を積極的に実施している大阪市立難波特別支援学校（大阪市浪速
区）において，性教育推進委員会委員をしている教員 3名にインタビューを行い，同校での性
教育の実際を調査した．また，対照的に平成25年 4 月に開校され，これから性教育に取り組も
うとしている大阪市立東住吉特別支援学校（大阪市東住吉区）において，性教育を担当してい
る教員 2名を対象として，今後の展望を聞いた．
２ ）調 査 期 間
　2013年11月22日（金曜日）13：30～15：00…大阪市立難波特別支援学校（大阪市浪速区）
　2013年11月22日（金曜日）15：30～17：00…大阪市立東住吉特別支援学校（大阪市東住吉区）
調 査 結 果
１ ）大阪市立難波特別支援学校での取り組み
　同校は，昭和34年 4 月に大阪市立難波養護学校として開校（中学課程）し，昭和39年 4 月高
等部別科を設置（修業年限 1年），昭和46年 4 月高等部別科が廃止され本科設置，平成21年 4
月から大阪市立難波特別支援学校へ名称変更されている．在校生は，中等部 1年生12名， 2年
生12名， 3年生12名，高等部 1年生72名， 2年生64名， 3年生66名の計238名である（平成24
年 5 月 1 日現在）．
　同校では，10数年前から性教育推進委員会（以下委員会とする）を立ち上げている．発足の
きっかけは，生徒の性に関する問題行動および被害等の多くの事例が挙がったためである．委
員会の構成は，中等部全体で 3名～ 4名，高等部では学年毎に 3～ 4名が選出されてその運営
にあたっている．平成25年度は，全体で14名の委員で構成されており， 1年毎にメンバーが入
れ替わる．委員会の主な役割は以下の 5つに集約できる．
⑴　性教育の年間計画を立案する．高等部 1年は， 3カ年計画の立案も必要
⑵　学期毎に性教育を実施する日時や内容を各学部および各学年の中で計画し実施する
⑶　性教育授業を実施後，報告書（性教育報告書）をまとめる
⑷　委員会にて性教育の実施状況を報告する
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⑸　委員会にて問題行動（性に関連するもの）を報告する
である．つまり，委員会では学校全体の取り組みを決め，それをもとに学年毎が取りまとめた
ものを集約し，必要に応じてアドバイス等を行う．また，各学年から提出される「性教育報告
書」を保管し，常に他学年が閲覧できるように情報の分析・整理を行っている．ただし，委員会
はあくまでアドバイザー的機関であり，基本的には学年毎の判断で授業計画を立てる仕組みに
なっている．つまり，一極集中的な指導形態ではなく，生徒の発育発達状況にあった学年毎の施
策を重視し，より生徒に近い教員による具体的な手立てを可能にすることを狙いとしている．
　年間スケジュールは，表 1で示すように，委員会において中等部および高等部のそれぞれ具
体的な指導内容を前年度に示し，それをもとに更に学年間において計画を立案し，実態に即し
た内容に作り変えていく．実施教科として，総合的な学習の時間，道徳，各教科領域として日
常生活（日生），生活単元学習（生単）を利用し，時間を確保している．
表 １　大阪市立難波特別支援学校における平成24年度の性教育の取り組み
実施
教科
指導内容
指導
時間
目的・留意点 学習指導要領の内容
中学部 日生
生単
道徳
1 ．パーソナルスペースに
ついて
2 ．清潔習慣を身につける
3 ．○自分の体を知る（ 1
年生）
　 ○ 自 分 の 体 を 知 る
（ 2 ･ 3 年生）
　　　※男女の違い
4．体調管理と衣服の調整
5 ．人間関係について（先
生やお友達との接し方）
6 ．○男女の身体の違い（ 1
年生）
　○男女の身体の違い
（ 2 ･ 3 年生）
　　 ※男女交際のマナー
7．自分の身体を知る
　　 ※入学時からの成長
10H
1 ．身体の個人差と異性の接し
方を知る．（ルール・マナー・
パーソナルスペース）
2 ．清潔にする大切さを知り身
に付ける必要性を理解する．
清潔にする習慣を身に付け
る．
3 ．身体の各器官の名称や働き
を知り，自分の体は自分で大
切にしていく必要性を理解す
る．
4 ．気温の変化や体力の違いに
より，対処方法を考える．
5 ．先生や友達の接し方を知る．
6 ．自分の身体，男女の違いを
理解する．
7 ．入学してからの自分の体の
成長を知る．
・心身の機能の発達と心の
健康つ・健康と環境
・傷害の防止
・健康な生活と疾病の予防
高等部
1 年
総合
道徳
1．なぜ性教育をするのか
2．性に関するアンケート
3 ．人間の体，男の子・女
の子（ 1）
4．思春期
5 ．異性の友人，異性間の
マナー
6 ．性衝動，性被害，性加
害
6 H
1 ．性教育の目的を理解する．
2 ．性に関する実態を把握す
る．
3 ．体の名称や働き，男女の身
体の特徴を知る．
4 ．自己の性や異性について正
しい知識の獲得．
5 ．異性に対する思いやりの心
を育む．
■現代社会と健康
1）健康の考え方
2）健康の保持増進と疾病
予防
3）精神の健康
4）交通安全
5）応急手当
■生涯を通じる健康
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　指導内容は，学習指導要領に即しており，割り振られた指導時間内に行える内容を網羅．前
述の通り，委員会が毎年の活動報告をまとめているおかげで，前年度の内容を踏襲したり，目
的や留意点などを改良したりする等の必要な手立ても容易に行える．但し，生徒に個人差が生
じる場合は，理解度に応じて班ごとに指導するなど，学年毎にその実態に合わせ創意工夫およ
び協力しながらその指導にあたっている．それらも過去の指導方法を同一の形式で整理保管さ
れているため，どのようなアプローチが有効であるか教員間で知識の共有が図られている．
　全女子生徒には，生徒自身が自分の体調の変化を知ることができるように「月経カード」の
記入を指導している．毎年 4月上旬に性教育推進委員より，月経カードの使用趣旨，取扱い方
法（保管方法含む）を説明し，保護者にもその旨を通知している．月経が始まった日から終
わった日までをカレンダー状の記入欄に「○」でマークし，自由記載欄にお腹が痛い，イライ
ラする，体重が増えた等の体調を記載できるようにしている．自分で書くことができない生徒
の場合は保護者に記載してもらうが，これらの記録は体育，特に水泳の授業等で見学の必要が
あるか否かの判断材料にもなっている．
　性に関連する問題行動が起こった際には，その都度，個別指導するなど対応に当たってい
る．また，出来るだけ保護者の理解を得るために，PTA総会などの場で実施内容の報告等を
行っている．
7．危険から体を守るには 6 ．性に対する意識の高まりを
知り，性被害・加害を理解す
る．
7 ．自ら身を守る意識を高める．
健康
1）障害の各段階における
2）保健・医療制度及び地
域の保健・医療機関
■社会生活と健康
1）環境と健康
2）環境と食品の保健
3）労働と健康
高等部
2 年
総合
道徳
1 ．「好き」ってどんな気
持ち？
2．男女交際のマナー
3．命の始まり
4．妊娠
5．出産
6．避妊
7 ．お父さん，お母さんに
なること
6 H
1 ．異性に対する接し方や気持
ちの理解．
2．思いやりの醸成
3 ．生命の大切さや命を通じて
他人を大切にする．
4 ．受精と妊娠の仕組みを知る．
5 ．妊娠・出産に関する正しい
知識の習得。
6．避妊の意味を知る．
7 ．親の責任について知る．
高等部
3 年
総合
道徳
1 ．性衝動と性被害，性加
害
2．危険から体を守ろう
3．私たちの将来
4．結婚と責任
5．生活の変化
6．健康な家庭生活
7．私たちの人生
6 H
1 ．性感染や感染症について学
ぶ．危険から身を守る．（ 2
含む）
3 ．結婚について理解する．（ 4
を含む）
5 ．ライフステージに即した将
来設計を立てる．（ 6・7含む）
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表 ２　性教育教材（その他）
NO タイトル
1 人体Tシャツ（内臓編）写真 1参照
2 人体Tシャツ（骨格編）写真 1参照
3 月経指導用教材（クイズ・展示物等 - 指導案あり）
4 爪切りトレーニングボード
5 思春期の体の変化（文字プレート）
6 パーソナル・スペース学習用カード（レッドカード・イエローカード・グリーンカード）
7 体の清潔トレーニングキット
（綿棒・黒色綿棒・泡洗顔フォーム・あぶら取紙・T字カミソリ・泡立て用スポンジ（綿））
写真 3参照
8 ばいきんマン　マグネット（ 9個）
9 胎児の写真（A 4，4枚セット）
10 喫煙防止シリーズ　学校医からの話　素敵な笑顔いつまでも～たばこは吸わない～
（社団法人　日本学校歯科医会）
11 ライフスキルのページ “自分らしく生きるための道具箱” へようこそ
写真 １　人体Tシャツ　内臓編・骨格編
写真 3　体の清潔トレーニングキット
写真 ２　思春期の体の変化
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　同校では，長きにわたる活動を背景に充実した教材を保有している．独立した性教育教材と
しては，ビデオ（38本），DVD（29本），ワークシート（17種類），紙芝居（ 6パターン），パ
ネル（ 3つ），大型パネル（ 8つ），書籍（25冊：主に絵本），指導者向け教材（55冊），図書室
の性教育関連書籍（68冊），その他（11個）である．これら豊富な教材の中において，特に目
を引いた「その他（11個）の教材」を（表 2，写真 1～ 3）に示す．これらの教材は，教員が
必要に応じて制作したものが殆どである．その他に，大阪市が運営する大阪市教育センター
（大阪市港区）が用意している書籍（ 5冊），模型（ 3体），ビデオ（27本），DVD（ 6本），紙
芝居（ 2パターン），パネル教材（ 2つ）等を必要に応じ貸し出している．
２ ）大阪市立東住吉特別支援学校における今後
　同校は，平成25年 4 月に開校したばかりの新設校である．在校生は，知的障害部門が小学部
男子30名，女子14名，中学部男子55名，女子26名，高等部男子75名，女子57名，肢体不自由部
門は小学部男子15名，女子10名，中学部　男子 3名，女子 7名，高等部男子 8名，女子16名で
ある（平成25年 5 月 1 日現在）．
　性教育に関する指導体制は，すでに担当者を配置するなど早期に立ち上がっているが，具体
的な時間配分や内容などは決まっていない．また前述の大阪市立難波特別支援学校と違い，小
学部から高等部まであり，且つ肢体不自由の生徒も在籍している．更に言えば，知的障害の度
合いも軽度から重度までの児童生徒が在籍しており，専用のスクールバスにて登校する等，児
童生徒の状況に違いがある．だからこそ，担当者は計画的な指導の必要性を感じているため，
現在色々な情報を入手しながら計画を立案している．幸いにも以前大阪市立難波特別支援学校
で性教育推進委員を長年務めていた教員が赴任する等，当校における性教育指導のこれからは
大いに期待ができると言える．
　今後の進め方としては，性教育教材が殆どないことからハード面の充実を図ることが急務で
ある．一方，校長以下教職員が191名も勤務しているため，性教育指導に関する意識レベルの
統一や価値観の共有を行うことが必要である．ハード面とソフト面を並行して行いながら，当
面は性に関する問題行動が起こった際に都度対応することになるが，知見や経験を積み重ねて
5年後をめどに本格的な組織運営を目指しているとのことである．
考　　　察
　小島（2006）6）は，知的障害児の一般的な心理・行動特性として自己評価や欲求不満に対す
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る耐性の低さを報告している．このことは，性教育と密接に関係しており，自己肯定観に大き
く影響を与えている．山本は，その著書（注3）で売春する知的障害者の女性たちの現状を述べ
ており，その彼女たちは，「性」に対する強い執着を持っており，それは人間としての最も基
本的な「存在理由」があり，売春行為により対価として報酬を貰うことで，他者による自分へ
の評価が確認でき，そこに自分の生きている意味（自己肯定観）を見出し，罪悪感がないと分
析している．更に，偽装結婚の罪で懲役 1年 2カ月の刑に処せられた女性も紹介している．い
ずれも本人たちには罪の意識もなく，いわゆる「性」や「結婚」というものを正しく理解でき
ていない象徴的な出来事のように思われる．そこで大阪市立難波特別支援学校における年間計
画に目を向けると，「性衝動」「性被害」「性加害」「結婚と責任」などの項目があることは，そ
れだけ現場の教員はそれらを重要な内容として捉えていることが窺える．また大野（1998）7）
が行った知的障害者995人を対象にした調査によると，今一番希望していることは「恋人が欲
しい」や「結婚したい」が一番多い回答であることを考えると，性教育を通じ人格の醸成がな
されれば，その後の人生をより幸せなものにする事を示唆している．
　しかし，児嶋ら（1996）11）は，知的障害児への性教育を定期的に行っている学校の割合は
27.7％に過ぎず，その理由として，性教育の必要性の認識や実施方法での教員間のコンセンサ
スがなく，性教育の実施が後回しにされていることを指摘した．一方，江田ら（2000）8）が行っ
た調査では，障害児に対する性教育の必要性は保護者や障害児学校の教員の多くに認識されて
いるものの，児嶋（2010）9）は，2004年以降，性教育に関する報告が殆どないことを示し，多
くの教員が性教育実践に対する情報を得にくく，そのことで性教育に関する議論が展開され
ず，性教育実践の発展・進化が難しい状況であると指摘している．実際，加瀬ら（2010）10）の
調査では，「性教育を実施したことがある」学校は89.0％あるが，系統的に行っている学校は
そのうち約20％を占めるに過ぎないと報告している．
　このような現状は，本報の冒頭で述べたように，性教育が学校教育の目指す「人格の涵養」
の為の重要な手段であることを鑑みれば，早急に打開されなければならない．今回調査した大
阪市立難波特別支援学校は，継続して知的障害児に対する性教育を行っている一例であるが，
同校の実践の特徴は，全校を統括する組織の下に全職員が一丸となって取り組みを続け，その
過程で教材を増やし，経験した事例の記録を蓄積していることにある．上述した児嶋ら
（2011）4）の報告による性教育の実施上の困難のうち，「適当な教材・教具がなかった」「性教
育の時間が十分に取れなかった」については，同校のように全校を上げての取り組み，教材の
蓄積が解決の手段になると思われる．また，「児童・生徒の個人差が大きかった」ことに関し
ては，やはり同校のように，過去の事例の記録を蓄積し経験を増していく取り組みが，新たな
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事例への対応を可能にしていくと思われる．一方，大阪市立東住吉特別支援学校は新設校であ
るが，大阪市立難波特別支援学校での成果を取り入れ，展開していく試みが始められつつあ
る．このような水平展開は知的障害児への性教育を実践していく上で有効な手段と思われ，今
後の大阪市立東住吉特別支援学校での取り組みが注目される．
注
（1）2009年 2 月，金崎元校長の降格処分について，東京都教育委員会が平成15年 9 月11日付けで原告に対
して出した処分（懲戒・分限）を取り消す判決を出し，勝訴した．
（2）http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo 0 /toushin/05091401/010.htm　閲覧可能（平
成26年 1 月 1 日現在）．
　　『健やかな体を育む教育の在り方に関する専門部会において，これまでの審議の状況 -すべての子ど
もたちが身に付けているべきミニマムとは？』より第Ⅳ章⑴その他―健やかな体を育む教育という観点
から，今後，学校教育活動全体で取り組むべき課題について―から抜粋
（3）山本譲司（YamamotoJoji）1962年北海道生れ．2009年に新潮文庫より「累犯障害者」を上梓．第 3
章「生きがいはセックス―売春する知的障害女性たち―」第 4章「ある知的障害女性の青春―障害者を
利用する偽装結婚の実態―」において，知的障害者の実態について述べている．
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